
 次に、２、こども・子育て複合施

設について。 

 新居浜市は、少子高齢化が進む

中、子育て支援の充実を総合戦略の

基本目標に掲げ、様々な取組を進め

ています。令和６年４月から設置さ

れたこども家庭センターすまいるス

テーションは、妊娠期から子育て期

間までの伴走型相談支援として、市

民から重要な相談、支援の窓口とし

て活用されているところです。 

 しかし、現在の施設は、市役所内

の一部署に限定されており、相談窓

口の分散やスペースの不足が指摘さ

れる声もあります。 

 こうした中、庁舎南側にこども・

子育て複合施設（仮称）を建設する

計画が進められております。2026年

度着工、2028年度秋頃の供用開始を

目指し、工事費が約20億円を超える

大規模事業となっております。この

施設は、こども家庭センター、保健

センターの母子健康機能、こども発

達支援センターを核に、子育てスク

エア、多目的会議室、教室などを備

え、延べ床面積約2,800平方メート

ルの３階建てとなる予定です。場所

は、休日夜間急患センターを含む敷

地で、アクセス良好な市中心部に位

置します。この複合施設は、包括的

な支援拠点として、妊娠、出産から

発達支援、親子交流までを一元的、

総合的に提供するものと期待されて

おります。子育て世代の負担軽減と

住み続けたいまちづくりに大きく寄

与する事業だと私は思います。 

 そこで、以下の点についてお聞き

いたします。 

 施設の基本設計についてですが、

こども家庭センター、保健センタ

ー、こども発達支援センターの具体

的な機能は何か。 

 また、子育てスクエアでは、どの

ような子育て支援の場として予定さ

れているのでしょうか。 

 障害児支援や独り親家庭への配慮

はどのように反映されるのか、お伺

いいたします。 

 設計、建設の進捗状況についてで

す。 

 現在、設計委託を進め、2025年度

末に取りまとめる予定とお聞きして

いますが、子育て当事者、専門家か

らの意見の反映はされたのでしょう

か、お伺いいたします。 

 施設の利便性についてですが、市

庁舎隣接という立地は、利便性が高

い一方、駐車場不足の懸念がありま

す。専用駐車場の確保数や周辺道路

の渋滞対策などの検討はされている

のでしょうか。 

 また、開館時間や休日対応は働く

親のニーズに沿ったものになるので

しょうか、お伺いいたします。 

 次に、運営体制と人材確保につい

てです。 

 施設完成後、保健師、心理士、保

育士などの専門スタッフの配置です

が、現在のすまいるステーションの

現状体制で運営されるのか、それと

も新規採用などで強化されていくの

でしょうか。 

 また、民間連携などの協力も視野

に入れているのでしょうか、お伺い

いたします。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。藤田福祉部こども局長。 

○福祉部こども局長（藤田惠女）

（登壇） こども・子育て複合施設

についてお答えいたします。 

 まず、こども家庭センター、保健

センター、こども発達支援センター

の具体的な機能についてでございま

す。 



 こども家庭センターは、妊産婦や

子育て家庭への個別相談を中心に、

福祉や母子保健の専門職が連携し

て、妊娠期から子育て期にわたる切

れ目のない支援を行います。地域資

源との連携を強化し、子育て・家庭

支援を実施し、家庭ごとのニーズに

応じた支援を実施いたします。 

 保健センターの母子保健機能につ

きましては、ポピュレーションアプ

ローチを基本に、妊産婦や子供に対

する予防的な健康支援を行います。

具体的には、母子健康手帳の交付、

妊産婦健診、乳幼児健診、予防接種

を通じて地域の健康水準の向上を目

指します。 

 こども発達支援センターの機能と

いたしましては、発達に課題を持つ

子供一人一人に対する個別支援や保

護者や支援者へのサポートも提供い

たします。早期支援に取り組み、将

来の自立を見据えた教育的支援を継

続的に実施いたします。 

 次に、子育てスクエアでの支援の

場についてでございます。 

 子育てスクエアでは、子供と保護

者の交流や６か月から３歳未満の一

時預かりが可能な子育て広場、広く

一般に開放する遊具を備えた子供の

遊び場や絵本・読書コーナーなどの

ほか、多目的に使用できるマルチス

ペースなどを設けることを検討いた

しております。 

 障害児支援や独り親家庭への配慮

につきましては、個別の相談室を複

数配置し、相談室までの動線の工夫

とプライバシーが守られた環境の中

で相談対応を行うことを予定してお

ります。 

 また、独り親家庭に対しても、育

児支援や就労支援など、関係課所と

の連携を強化したサポートを行って

まいります。 

 次に、設計、建設の進捗状況につ

いて、子育て当事者、専門家からの

意見の反映についてでございます。 

 令和７年７月から８月にかけて、

未就学児と小学生の保護者、高校

生、子育て支援関係者等314人から

ワークショップや意見交換を通じて

得た実際のニーズに加え、令和６年

度以降に実施した子ども・子育て支

援に関するアンケート調査等の

1,591人の回答者のデータから分析

した傾向を反映いたしております。 

 次に、専用駐車場の確保数や周辺

道路の渋滞対策などについてでござ

います。 

 駐車場は、市役所利用者との兼用

部分を含めて約110台程度確保する

予定とし、周辺道路の渋滞対策につ

いては、都市再生整備計画に基づ

き、市役所南側の道路の改良を計画

しておりますので、一定の渋滞緩和

が期待されるものと考えておりま

す。 

 開館時間や休日対応につきまして

は、利用者のニーズを踏まえつつ、

開館時間の延長の場合に発生する維

持管理費等も考慮しながら、今後、

検討してまいります。 

 次に、施設完成後の運営体制と人

材確保についてでございます。 

 運営体制と人材確保につきまして

は、保健センターの母子保健機能と

一体的に運営できるようになること

から、連携体制のより一層の強化が

可能となると考えております。 

 民間との連携、協力につきまして

は、行政が提供するサービスだけで

なく、民間団体等による多様な支援

が重要と考えております。地域企業

や子育て団体、医療機関等との協働

を視野に、連携の手法や課題を整理



し、充実した施設づくりに取り組ん

でまいります。 

○議長（田窪秀道） 藤原雅彦議

員。 

○２０番（藤原雅彦）（登壇） ど

うもありがとうございました。 

 このこども・子育て複合施設は、

恐らく１年前に古川市長が就任され

て、そういう話があったと思いま

す。先ほど答弁があったように、今

年である程度の形、大体の形が出来

上がったかと思います。そういう施

設も必要になるという思いはあるん

ですが、実は一番大きく欠けている

点が僕はあったんじゃないかなと思

います。それは何かというと、そう

いう施設を造って、じゃあ具体的に

新居浜市の５年後、10年後の出生

数、また出生率について、どのよう

に検討されているのか、そういった

ところがなかったんじゃないんかな

と思います。2024年の新居浜市の出

生数は689名です。前年度から比べ

たら下がっております。合計特殊出

生率は、国、県の平均を上回ってい

るも、これもだんだんだんだん低下

傾向にあります。そういった意味

で、この施設に対して、今現在、新

居浜市の出生数とか合計特殊出生率

の検討などをされているのでしょう

か。もししているとすれば、お示し

ください。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。藤田福祉部こども局長。 

○福祉部こども局長（藤田惠女）

（登壇） 藤原議員さんの御質問に

お答えいたします。 

 本施設の整備により、合計特殊出

生率や出生数をどの程度改善できる

かという見込み、具体的な数値目標

という御質問かと思います。 

 合計特殊出生率や出生数は、婚姻

や就労、経済情勢、価値観など多様

な要因の影響を受けるものであり、

本施設の整備のみを直接的な指標と

することは難しいと考えておりま

す。 

 なお、出生数の目標値につきまし

ては、第六次新居浜市長期総合計画

において、令和12年で650人と設定

いたしております。 

○議長（田窪秀道） 藤原雅彦議

員。 

○２０番（藤原雅彦）（登壇） あ

りがとうございました。 

 確かに子育て支援はハード、建物

だけではなくて、先ほどの答弁にも

ありましたように、経済とか雇用と

か住環境の総合的対策が一番大事か

と思います。１年前にこの施設が

20億円という話を聞きました。それ

から約１年がたっておりまして、一

般的に今人件費高騰、物価・資材高

騰、そしてまた今イランのほうで戦

争があって、そういった意味で20億

円でできるのかなということに関し

ては僕はもっと上がるだろうなと。

だから、確かに子供が生まれるのは

様々な要因があるのは分かるんです

が、20億円以上のお金をかけて施設

を造るわけですから、これから開設

した後、そういう意識を持って運営

をしていただきたい。これは要望で

ございますが、一番大事なのは、や

はり子供がどれだけ生まれていく

か、これが全ての根本だと思います

ので、何とぞよろしくお願いいたし

ます。 


